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遺構と遺物
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遺構と遺物

。:
2号

/グ史ミ¥ 箆

~、\

26， 27 51104 
28 51107 

29 51113 

30 25-P 

31 8-V 
一口 31

10cm 。

第137国鉄器実測図(4)

。140もある。1:35~ 137は土師器室で外面調竪はへラナデされている。 139は

強い火熱をうけヲ している。は輪羽口の破片

~B3図)8
0
 

石器の出土点数は少なく， 20}立のw土にとどまった。 1， 2は:わー銑で， 1は

ヲ刃部に細かい謂撃がなされる。 1~ 6 

る。 3

プ¥

1O ~14は磨石でヲ石

18 

8 アコ8 ・9

出結岩ラそのf邑は安:山岩u 15. 16は話:fiG 

~201土石板でヲ 17には「元!とおぼしき様変リがみられるのが買はいずれも

~137 図)C 

30・31を除いて，竪穴住居跡、の床面から出土したものである。器種としては鍬(1・20)，手

( 5・26)，刀子(6・7・19・24・28・，釘(9・11・12・18・30)，鎌(2・3)， 

鉄鉱(16・17・などが出土している。 5ははずみ円盤部に を用いる。
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中のIIJ奇遺跡

6. まとめ

中の崎遺跡で検出された遺構は縄文時代と思われるものは，竪穴住岩跡 1棟(1区)，フラス

コ状ピット l基(II区)， Tピット l基(II区)，土境 l基(II区)，焼土遺構 2基(1区)である。

平安時代と思われるものは，竪穴住居跡20棟(1区8のうち排水溝もつもの 3棟， II区11棟，

III区 1棟)，土壌5基(1区 3，II区 2)，合口護棺 1基(1区)，中世と思われるものは掘立柱建

物跡 41東(II区九時期不明のものは土境24基(1区11，II区13)，溝 1条(II[王)カf検出された。

以下それぞれの遺構毎に若干の考察を付け加えたい。

竪宍住居跡について

竪穴住居跡は縄文時代のものが 1棟，平安時代のものが20棟検出されている。縄文時代のも

のは石囲炉のみの検出であり，その時代を細かく定義づけることはできなかった。平安時代の

竪穴住居跡のいくつかについては，次のような特徴がみられる。 1区から検出された S1 001， 

003， 009竪穴住居跡は壁から低い方へと流れる排水溝らしきものを持づている。この排水溝は

竪穴住居跡内のかまどの前まで掘り込まれており，かまど使用i王子の排水講のようにもみられる。

これに類似した例としては岩手県安代前]の上の山VJI遺跡か¥MK)上の山四検出の竪穴住居跡

内には湧水地点がありヲ この水を排水する用途をもつものと考えられる。これに対し， q-lの111奇

遺跡検出のものは湯水筒所がないD しかし，溝は確実に低い方に掘り進められており，排水溝

としての役目を十分に持つものである。

S 1 104・112竪穴住居跡、からは柄とともにヰが多数出土してし 1る。 S1104竪穴住居跡11¥土の

士品は調整も荒いのに対しラ S 1 ものは口縁部が反っており， もていね

いで，伴 11\遺物としての土 l~rli器議もほとんどのものにロクロ使用が認められることなどから司

S 1112竪穴住居跡の方が新しいものと思われる。

土境について

土墳は32基検出されているがヲ遺物の出土する土墳は少なし時代を確定づけられるものは

少ない。形態をみても，平面不定形で浅いものが多しこれらの近似性もみられなかった。

フラスコ状ピットについて

フラスコ状ピットは 1基のみ検出されており，遺物も出土しなかった。

Tピットについて

Tピットは 1基のみの検出である。縦貫道路線上の検出例としては対の状態で検出されてい

るものがあるが，中のi崎遺跡、のものは方向からみて，対の状態ではないと忠われる。

合口聾棺について

I区から主軸方向をほほ、北に向けて 1基検出された。今まで秋田県内で合口護棺が検出され
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まとめ

たのは，秋田城跡に検出された 1例のみである。これと比較してみると，中の崎遺跡検出のも

のは壌底に木炭などはないものの，主軸方位はN19
0

Wであり，北をある程度意識して構築した

ものと思われる。土師器護棺内からは炭化物が検出されており，これを14C分析したところ 1150

士60B.P.という値が出ている。また土壌の燐分析も行っており，その結果を付 l第25表に示し

た。これをみると北側の嚢内(B)と南側の護内(A)の数飽間には 5倍以上の差があり，雨によ

る燐分の流出等も考えられるが，南側の斐に埋葬した可能性が高い。

選弘樹木叢について

II区からは，土壊と近接していくつかの風倒木痕が検出きれたが，これについては第 3図遺

構配置図に位霞のみを記した。遺物を出土したものもなかった。

註 1.岩手県埋蔵文化財センタ if上の山花遺跡現地説明会資料.Jl1980年。

註 2.秋同県教育委員会「北の林 I遺跡J W東北縦貫自動車道発掘調査報告書III.Jl1981年。

詰 O. 秋田市教育委員会吋大問地跡第四次調査概報.Jl1962年。

イす 1 土壌の燐酸分測定について 秋田県農業試験場

先般依頼された土壌の燐酸分の測定結果について別紙のように報告します。なお分析法は次

のとおりです。

リン酸:過塩素酸分解法。比色はモリブデン酸アンモンーアスコルビン酸法を用い日立製

光電光度計による。

No. 1 (0. 03N -NH4F可溶性): 0.03N-NR1Fと0.025NHClの浪液を龍用し1分間振重

よじ色は全リン般の場合と同様。

第25表土壌分析一覧表 単位(mg/100g ) 

試料番号 i試料名 |試料状況 リン酸 0.03N -NH4F可溶性リン酸

N 1 S XOl1:埋土A 合口斐結内底部 54.3 0.18 

N-2 S X011:埋土日 口議棺内底部 281.0 0.18 

N 、つJ S XOll外(下) 掘)1三底部 119奮。 0.09 

N-4 S XOll外(側) 掘形側部 29.3 0.09 

N 5 表土 位 I層 132.9 0.27 

N-6 地表下 30cm 標準層位 II層 344.1 0.27 

N-7 地表下 50cm 標準層位 III麿 277.1 0.26 

N-8 地表下 80cm 標準層位 V層 291.8 0.26 

N-9 地表下 90cm 標準層位 VII層 562.1 0.09 
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中の崎遺跡

付 2 14C年代測定結果 日本アイソトーブ協会

昭和57年 2月5日に受取りました C-14試料 7個の測定結果ができましたのでご報告します。

当方のコード 依頼者のコード C 14年代

N -4438 TW16 S XOll 1150土60yB. P. ( 1110土55yB. P.) 

N -4439 TW16 S 1001カマド 1130土75yB. P. (1100土70yB. P. ) 

N -4440 TW16 S 1 107床面 1100土75yB. P. (1070土70yB. P.) 

N -4441 TW16 S 1012床面 930土75vB. P. ( 905士70yB. P.) 

N -4442 TW16 S 1 301床面 1100土75yB. P. (1060土70yB. P.) 

N -4443 TW16 S 1 112床面 1130土60yB. P. (1100土60yB. P. ) 

N -4444 TW16 S 1 104床面 1260土60yB. P. (1220土55yB. P. ) 

王子代はHC の半減WJ5730年(カッコ 11~ は Libbvの fn自[5568年 j にもとついて計算され，西11芽1950.:q三よりさかのぼる年数

ly巴ars B.lコ.lとして示されています。付記された年代誤差は，放射線計数の統計誤差と，計数管のガス封入圧力および出

)止の読取の誤差から計算されたもので j.1C年代がこの範囲に含まれる確率は約70%ですむこの範問を 2f去に拡げますと確

率は約95%となりますω なおJ.1C王子代は必らずしも真の年代とひとしくないギに話11注意下さ L、。

発掘調査参加者 (中の1I1奇遺跡)

浅利雄j年阿部金太郎，阿部国松，阿部藤次郎ヲ阿部安五郎，

小田藤次郎?海沼{二;た自IS，) I1 I11 

出 田中勇吉，田村勝弥‘津uJL:， 畠山市助、

山崎j育助， 吉村明，秋本ミツヲ i支石イソ， {支石キカ¥ dユ戸γ， 

ト守 j支:石シ‘ソ、、' ヒ ミヨ， 阿部三千ン，

1;可部付ナダラ 安保ユキ子ヲ ヨシラ石井イツヲ石JII

Jll又スエ舎 )11又ソヨラ )11 111又リサヲ神出フジエ号

木村、ノワ，木村ツギ，久慈チヤ， ツエ，見玉ミツエ， エ，斉藤節子，斉藤久子，

佐藤力ン

問中スミ，綱木ミヨ，

佐i!長フミエ，佐藤ミツ，高田チオ噌

コヨ，盟国スミ，豊田チキ，中野ヨ ミワ，成田ウメ，

成田笑理子，成田ヒサ，根本キヌ，根本キワ，根本シエ，根本スエ，橋場トシ，畠山サカエ，

カ 米田メリ，前|田エミ，松岡ヒサ， 三ヶ回ツヨノ，

サエ，宮沢カヨ，柳沢照子，柳沢光子，山口チヨ子，LlJ本エツヨ (50音順，敬称略)

ハVRυ つ山
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図版印 SIω8.穴住居路 j土iMe {静置}
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図版24 I flr;a判事外i量物出土状餓
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図版31 5 1 104堅穴住居跡
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図版33 5 1 106堕穴住居跡
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図版67 {幸j5 I 107.穴住居跡出土造紙1)
5 I 107竪穴住居跡出土遣制2)

. 
祖、.



図版68 i幸j5 I 107竪穴住居跡出土遺倒的
5 I 107髭穴住居跡出土遺物(4)

• 

書



.~、

司・・4

E:J 

.，9
・qu

蝋
蝋
創

造
通
過

土
土
土

出
出
出

跡
跡
跡

屠
居
居

住
住
盆

穴
{λ

穴

霊
堅
竪

食

ν
a
wぬ
M
G

O
W
A
u
w
h
u
 

e
3
e
3
c
d
 

!fj 図版69



.‘ 

宮司

可 璽竪ヲ

図版70 (上) S I 112竪穴住居跡出土遺物(1) 
{下) 5 I 112竪穴住居跡出土遺輔副2)



.¥ 

lえぷ/

図版11 (上) 5 I 112竪穴住居跡出土i量鰍3)
(下) 5 I 113!f穴住居榔幽土i量制1)

. 



、

図版72 ~幸j S 1 113霊穴住居跡出土造物(2)
S 1 117. 117'竪穴住居跡出土遺物



図版73 i幸j5 K 118土地噴出土遺物
5 K 131， 135土漏出土遺物



図版74 S I 301竪穴住居跡出土遺糊 )



図版75

h‘-~- -圃・・

j幸j5 I 301竪穴住居銀出土遺輔副2)
遺嶋外出土土器駅1)

句



図版76 遺構外出土土著書(2)



‘ 

• 

図版77 遺情外出土土鰍S)



v 「-j

f3l 

図版78 j幸j222222蔀l



9 1幸j主量得外出土土鰍 6)
遣事韓外出土土書官{7)



‘ 

図版80 遺骨'外出土土鵠(8)



• 

図版81 i幸j温欄外出土石盤(1、
遺欄外出土石聖断2)

-

_iOI 
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遺跡の層序・遺構と遺物

7月2日 調査開始，表土除去作業

7月17日 フラスコ状ピ、ソトイ会出

7月22日 重機による除土作業終了，以後，遺構検出，精査

9月18日 調査終了

10 J=.! 22日

4.遺跡の層序

用いて行うたが，道路センタ-杭周辺を残して土層観察を行っ

た。土層は遺跡全体に単純な様相を示すがヲ第五)膏の層厚が地点によってかなりの開きが見ら

オLるの 第N層地山 i二面 された。

S T A 119 ト 80における層序は.lj， l~-の通りである。

第 Z層:10Y R汚 臭1~ 色二仁

J[叩問問 I 作土である c

れる。耕1産物杜ム

ハ
り
ハ
U

ハ
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ハ

υ
ハ
υ
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け

4

6

8

0

2

七

-
Z
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1ム
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4 され

第II層:10Y R汗黒色土粘性ヰi 1 mm~ 5 mm大の浮石

II が点在するが層下方ほど多く含まれている。

第III層:10YR.% 黒褐色土粘性強 第II層下方よりも多くの浮石

;1~L を含んでいる。

第百}音:1CY R 渇色村性強

Q 。

III 

N 

2図

5.遺構と遺物

(1) 遺構

j落8 J昂立柱建物跡 1棟，その他の遺構 5女』

基である。

①土壇(第 4~16図図版 2 ~26 ， 33) 

主として遺跡北半に集中的に分布し南端のSK039は例外的存在である。北西端の急斜面に

は構築されていない。遺物はSK0l5底部からほぼ完形の台付深鉢形土器が2個体出土したが，

他は土器械片のみか，あるいは全く検出されない。北方に連続する柏木森遺跡との関連が考え

られる。

- 339 
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15-Eグリリド

1. 黒色(10YR'}{)粘性強白色粒子支鵠e
粒子少釜混入

?黒褐色(lOYR.%)*占性強白色粒子少最賞

褐色粒子多量混入

3.路褐色(10YR%J粘性強白色粒子賞褐色

粒子多量混入

4 黒 色(10YRJO粘性強白色粒子少量混入

5.黒色(lOYR5{)粘性強白色粒子笈褐色

枝子多量混入

ι 掲色(lりYRだ 3 結t'!日車黒縄色土少量浪人
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18-C 

1 .虫 色(10YR1え)キl'i'ltJ:必層全体に賀褐色粒子‘多量混入

2，褐 色(lOYR先)*I'i性強浮石・禁色土多量Ws入
3.勾1黄掲色(lOYR先)粘性別砂質土多量iIt入
4.黒 色(lOYRり{)粘性強浮石・賞褐色粒子多長混入
5.褐 急(lOYR;!i)軽石.i子石多量出入

法量控 150~140C!TI 

j菜さ 64C!TI 第 5図

位置

!冒位
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A-叶 SKOOfi 

A-寸

A ーイ SK006 

ll. → 

A-→ SK007 

遺構と遺物

位置 18一日夕、リソド

)創立 1 .黒 色(lOYR予il粘性強黄褐色粒子少量混入

トーA'

2.黒 色(1υYR1
J{)粘性強

3. 黒 色(10YR1汗)桁l生強黄褐色粒子少量混入

4. 問責尚色!.1t1YR.%j 白色粒子少量混入

I壬 14U~150cI11 

誌をき 54.8cl11 

ト一一A'

i立;訂 16~C 今 16υ タ 1) ，ド

];~f立 1 .黒褐色(lOYH i Wi性強黄褐色粒子多量混入

:2.黒褐色(1υYR.%J *占性強褐色土少量混入

ト-A' ;:3. [1奇尚色(luY H 3:0 *I~性強黄褐色粒子多量混入

ト-A'

4.黒褐色(lOYH%)粘性強黄褐色粒子少量混入

法景佳 130-1S4cl11

深さ 26cI11

J位置 l (j~ 1) ッド

層i粒位予立立 1 黒褐色{口lOYE 号五ぎρI;j宇品判干ti'l
主!巳占 色{リlOYR汗')引砧桁i占什iUケパ，性i笠張強1黄f立f計j渇芯色:粒iも位位ち企泣日;ゴヨ子三少量j柱混L見1入

3. fl奇色(10i' ~制強武褐色粒子黒色土多量混入

虫 色(lOY ミパil~性強主掲邑粒子少量混入
法皇任 l08~120cm 

i来さ 30c円1

ト-A'

m 
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1 .黒褐色(]OYR巧)粘性強黄色褐色粒子少量iii入

2. 褐 色 l lO YR封)うh~it!f: ~Dl 組砂少量混入

3 .さ 色(1υYR ;{:出性強黄褐色粒子・組砂少入

4.褐 色(10YR対)1'l
litt強黒色ニヒ少量混入

f壬 104~102c!1l 

主さ 22.3CIJl

位置

-I~ I三ヨ

i-;:Lてエ

17'18-Eグリッド

1 .黒 色(10YR1}-i)字削主強

2. 主主褐色(lOYRM)粘性強

3. ;~県=干褐号色 (10Y R汚ゴ)i宇粘'1告i占5叶，↑性I
?壬壬:152~ 105 じ!日m11 l 

1*さ 24.5c01

Z在地色粒子少最:jill入

tl't褐色粒子少量ibi入

賞褐色粒子少量jji入
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第 7図

18-E， 1o-Fグリッド

1 .黒褐色(10YR3-f)も~îtt強 1jt褐色粒子少号混入

2.虫色 (10Y H 1え)粘性強

主長 104~ 102clll 

j菜さ 16c01

位置

層{立

法量

19-Dグリッド

1唱黒褐色(lOYRU)粘性強賞褐色粒子・褐色土少量混入

2.黒 色(lOYR?イ)粘性強賞褐色粒子少量混入

.) .褐 色(lOYRXil粘性強黒色こ仁少量混入

4.黒 色(lOYR7i)粘性強賞祷色粒子・黒色ゴニ少量混入

径 118-120cm

深さ 31cm

111 

SK008~Oll 
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遺構と遺物

19. 20-EグJ) ソド

1 .黒 色(10YR 汗)粘性強褐色二!こi数量混入

2. 黒褐色(10YR五)粘性強

3. 時褐色(lOYR月)シルト状褐色こiて微量混入

，1 .黒褐色(7.5YR五)賀補色粒子多量混入

5 .黒色(lOYRJ{)粘性強

6. 明黄褐色(10YR%J粘性弱

長 125~160cm 
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2. rqjl褐色(lOYR}{)炭化物微量混入

3. .~l~\ 間色(10Y R;e2) JYt掲色粒子{数量混入

4. 黒 色(リ10凶〕ηミYず R1
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1 .黒色(lOYRl}1)粘性強白色粒てr'軽石少量混入

2.賞褐色(lOYR%)粘性強白色粒子多量殺石少量混入

3.黄褐色(lOYR%)粘性強黒色土多量混入

4.明褐色(7.5YR%)粘性強粘土質

5.黒褐色(luYR72')粘性強主主総色粒子多量混入

6.明葉褐色(lOYR%)白色粒子多量混入

7. U者褐色(10YR.%)粘性強白色粒子・賞褐色粒子多量混入

呂，ゑ 色(10YR明 j粘性強白色粒子・葉褐色粒子多量混入

9.褐 色(10YR){)粘性強白色粒子・軽石多量浪人

法議径 132-205cm

深さ 97.5cm

位議

層位

11l 

SK012・013・015土墳

A
斗晶

ト-A'

第 8図

A-j  



明堂長根遺跡

A---i 

A-ぺ

位置 17-G. 17…日グリッド

)吾{立 1 . .'.1‘l色(lOYR]/i) 'h~tt:強宣活色粒子少吊:浪人
2.黒色(10YR1方)*ii'I~[: リ~~ lí~褐色粒子少量;混入

ト A i去量 f;I: 83-95clI1 

ト- A

SK016 

f1~ さ 17cm

日
l
よ

ハ
U
f
i
よ

一!
l
!
p
v

SK018 8' 

7 
ト-A

。 1m

l__j_ーよ i I 

1>'1置 18-Hグ 1)ッド

層{立 1 .黒 s(10Y R3{) fllîtl:強 I~J 色粒子微量・黄褐色粒子多量出入

褐 色(10 R 白色粒子，黒色仁少景品入

3.黒褐色(10YR%) ll'l褐色粒子多量・黒色土少景品入

4.黒 色(10YR1五)粘性強黄招J色粒子少量iil入

法量径 152-188cm

i菜さ l02cm

第 9図 SK016・018土墳



遺構と造物

位t~( 18 日グリ v ド

層位 1 黒色(10YR}{)粘性強黄褐色土少量iii入

ムι2 ，~;\褐色(lO Y R勾)ギli性的責描色土炭化物少量浪人

A-→ ¥1 - ~ru ト-A' 白，、 賀福色(10Yn 対)粘性~IÍ~ .fii;f笠色小マロソグ多量J昆人

i去量: 在 107-125Cil1

iヰミさ 41cI11 

嫁イ干物
位 18-Hグリ，ト

層位 l 虫 色(10Y R 3i) 1;11 í'/~~ニ強
c， 

ι:) 京地色i10Y !{ }-2J半idゴ::lrtl

4.褐 色(10 Y H % tlst'Hfrj 粘 1'[-' 二ノj、フ。口い J ク少量Ü~ 入

it量住 124~]2gCil1

ノ/べ
j来さ 42cI!l

位置 18-Jゲ 1)、jJ

}員位 1 .月.¥1'品色(lOYR五)*占性強自己粒子少量:M人

A-→ SK020 j--A' L勺t I(i褐色(1OYR_%)粘性強

，-， :~H 色(]0 Y !{ ~í) キ11 í'/主張i

法:立{壬 149-17()cl11

j京さ 55('111

C 

¥シ
i 

マ
i
B

コ
-一A
F
V

ト- A

SKυ21 

A 
¥ 

8' 7 
C 

A' 

第10図 SK019-021土嘘

A
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明堂長根遺跡、

///(¥¥¥¥  

A一寸 !ト-A'

ト-A'
SK022 

A---i 

A-ーイ ト一五

A一一イ ト-A'

コア
、夫

~ " 

A一一イ

位置

層iiL:

20-Hグ 1)':/ト"

'_E三2

l..t:.":k己:

1 . ，lg 色(10YR予nI't'i'l主強白色粒子少最:M入

2. ，W;f~色(10Y 粘'1'1:強白色粒子・黄褐色粒子多量;混入

3.褐 色(lOYRHi粘性強白色粒子少量混入

在 130~ 144cI11 

?奈さ 46，7cm

位置

!習位

;ヲ主主

{立器

用位

j主量

A' 

~O ・ 21- グリッ l'

1 .黒色(10Y R1}i)桁111'強

')褐 色 (7.5'tァF-~花月IlîtJて強黒色 -1二少量混入

. /Jjふち色12.5YR勾}焼

í壬 118~120cm 

J奈さ 3()cm

21-GクリバJ

1 . IJ吉褐色(10YR.%")粘性強白色粒子少量出入

2 黒 色(10YH Sí')粘t'l:~，主主t褐色:Uトf少量以入

3.賀福色(10YR }i') 粘性羽 LI~:UL子多量ilt入

，1 .黒褐色(10Y Lll Î'~j 色、佐 f rlj，]tよj色J:11i%'ij二少最浪人

5. 掲 也(lOYR%)粘性5rtl I='I 色寸二.黒色二i二多量íl~入

6.黒字詰色(lOYR汚)粘性~rtl 臼色粒 f少量iil入

径 19~~H)4cm 

j奈さ 102.5cm

1m 

第11図 SK022-024土墳

- 348-



育長ア

A-叶

A-→ 5K025 

A-→ 

A-ーイ 5K026 

A-ーイ

A → 5K027 

遺構と遺物

ト-A'

ト-A'
位置 22-H， Hク1) 卜

層fu: 1. 黒 色(10YRJイ)粘性強白色粒子・寅褐色ノj、フ。ロック

少量混入

')抗措@.(lOYR%)キh性強白色粒子・黒色土少量混入

ヲ守褐 色(lOYR%) *，1]性強 FI 色粒子少量~t~入

4. 褐 色(10 Y l{ )~~) :j'，ら性出砂質

i去這 íモ BO~104L'm

~~1~ さ 85cm

位;百 17一一 Jグ J) ソド

崩位 1 .黒 色(lOYR1究J粘性強黄禍色粒子少;富:iflι人
ト-A'一

2. 在褐色(lOY伏先)白色粒子少量混入

iEさ量 t壬 147-168cm 

深さ 57じm

ト-A.

位置 16-Cグリ j Iご

!説i立 1 .茶褐色(10YR%)砂丘

ト-A' 2. 引責褐色(lOYR%)粘性

3. 主色(lOYR7i)粘性強

(去最径 135-.140cm

j奈さ 55cm

ト-A，

第12図 SK025~027土墳

- 349-



明堂長根遺跡

A-寸

A-ーイ

A-→ 

A-ーイ

ト A'
位置 14-Eク1)γ ド

層位 1. ，~d，色 (10Y R7I)粘性強武褐色粒)三少量iLt入

2 .黒色(10YRl;五)キIti'l~ド強

;去最径 98~106cm 

j菜さ 29.5cm
S1¥029 

j立ilii: 14-Eグリッド

1 .出偶色(10Y R )粘性強

2.黒色(10YR汽C)1'llj件j主

ト-A :3.黒褐色(10YRJ1)下部に

4. ~ 色(IOYRり *i1性強黄掲色粒[-

法量径 122~106cm 

i菜さ 24.3c・III

SK030 
ト-A'

位置 13・14-Eグリゾド

思{立 1‘黒褐色(10YR%)粘性s1¥白色粒子少量出入

ト-A' 2.黒色(10Y R l}{)粘性強黄褐色粒子少量混入

;去最径 108~112cm 

j菜さ 31.5cm

SK03] 

トーA'

。

第13図 SK029~031土墳
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遺構と遺物

13-Dグリ";ド

1 .黒 色(luYRりi)寅褐色粒子多量白色粒子少量混入

2. 黒褐色(luYRJf)武褐色粒子・黒色:.:1:.少量混入

{f 156~ 130cI1l 

j翠さ 55C!D

世

位

同

一

単

位

腎

法
A
 

トA-ーイ

ト-A'SK032 A---l 

11 C， 11 Dグリヴ F

1 .黒色lOYRH)粘性信!賀補色粒 j乙少量Jfi入

2.黒色(10YR1
}{)粘性強内色粒子少量j昆入

百~ 142-160c!D 

i菜さ 40cIll

位置

層i立

i去量ト
1
3

，t
s

'

F

J

 

↓
 

A
一

ト-A'Slく033A → 

ll-Eグ 1) ソド

1. F打見色(10YRち) :f.1~tn主白色1=，lf子・黄褐色粒子少量

iiI入

政褐色(lUYH元)白色粒子少量混入

3. 11M'褐色(10YR%)粘性強白色粒子・貰褐色粒子少量

1上じノ、

4. 11tH品色(lOYR 元)粘性~~Í\黒色土少量i見入

J. 黒色(10Y R 1え H，~性強

径 120~126C!D 

i*さ 53cIll

層住

2 

j去最

ト--A' 

ト-A'SK034 A-j 

o 1m 
| I L _J一」

第14図 SK032~034土墳



明堂長摂遺跡

A--J 

A-ーイ
SK035 

働移Z多

A-→ 

A-→ SK036 

傷みみ易Z

ト-A'

位置

層位

トー民 ì1~監

12-Gグリノド

1 .黒色(10Y H.リ1)宇1
11性強白色粒 f.黄褐色、i泣子少量

{昆人

q
b
m
 

口

c

c

-

τ

s
ム

{
つ
一

ワムQ
U
h
J
C
 

宅
一
四
十
ヤ

位置 11-G， 12-Gク I}ット、

位置 11 G， 12-Gグリァド

トーA' I語{立 1 . 11('1褐色(10Y R 月)粘性強 ~ltr[ó色粒子多量混入

2. 黒色(lOYl{J河川'11，'1主強

iヨミ:車:[毛 l:30-120cm 

j架さ 22cm

ト-A'

喝長 〆//l「¥¥ベx;¥ 
位註 18-Cグリソド

!首位 1 黒色(lOYH. L~主)半rlj性強賀褐色粒子多最混入

2 禍 色(10YR%)粘性強白色粒子・黒色土少量出入

A-→ !(て¥ / I 3 i何故褐色(lOYR冗)中ii'l生出砂質
ト-A'

4.賞褐色(lOYR%)粘性強位i色粒子・粘質土少量出入

5 褐 色(lOYR対)粘性強白色粒子.!怪石・ギI~j質土多量

1ι土Fじ1 寸、
;去量琵 120--135cm

A-→ SK037 ト-A' i奈さ 75cm

。
第15図 SK035 ~ 037土墳



A一ーイ ト-A'

A一寸 SK038 
ト-A'

A-→ 

A一一→

A-ーイ
SK040 

遺構と遺物

位置 19-Dグリッド

層位 1 .黒 色(10YRLJO粘性強貰褐色粒子少量;昆入

2.賞褐色(10YR%) キI~性強白色粒子砂質ノj、ブボロック

多量混入

3. 明黄掲色(lOYR%)白色粒子・黒色土多量混入

4. I有掲色(10YR，持)粘性弱明褐色粘質土少量混入

5.明褐色(7.5YR%)粘性強粘土質

法量怪 156~l06(、m

i架さ 80cm

ト-A'

A' 

ト-A'

ト-A'

f立註 4 H， 4 -Jグリッド

法量詮 158~147cm 

j采さ 25.2cm

{立i百 16-Nグリ、ソド

法 量 径 H4-134cm

j架さ 56.2cm

口1

第16図 SK038~040土噴



明堂長根遺跡

②溝.跡

S 0 001 (第17図， L~版27)

調査区域内北東部に検出されたIllhI約 3mの溝で， S KOOl・ 002・004・037を切っている。

柏木森遺跡で検出された市道沢口・甘蕗稼に平行して走る廃止道路の延長である。

S 00む2(第17図，図版27・28)

を東凶に横切って構築されている。斜面J二方で1ま11)11¥1 .5 -2 m司深さ 90cmiiiJ後である

が句 下方では111h¥，深さとも40cmほどになる笛所がある。 i出品;は北に向きを変え‘ S D 003がこ

れに変わる。 SK 001 -003を切っているが匂 S K 001との新!日間部は把J室できなかった。人

為的な溝と考えられる。

S 0003 (第171ヨ， 12])t，反28)

!九!立品iに11.5111ほどiii$.認さ hた。 111Mは60-70じmには;まーづ長 L，?菜さ25-35cmであり， S D 002 

にはほ7直角に交わっている。 SK 040合切っている。人為的な溝であると考えられる c

S 0004 (第18図，図版28・29)

北端に検出された弧状に湾曲する講で，最大11111¥約 4111である。これも SD 001 I可保，一rh近沢

LJ.甘蕗線、と関連するものであろう。

S 0005-008 (第19図，凶版29)

南端に検出された東西に平行して走る 4条のj藷である。底部に凹 111)が放しく， rj'l首j郭が途切

Hているが， 自然流水によるjj主であると判断さ lLるc



遺構と遺物

謝先立造問?外

C→':l f-C 
霧そ号 、
繍 z~λf/ '"" ~ 3 .1 
努忽為拐型空

D
 

D
 

E
 

ト E'

9 

Fア「

し
f荷考

31'¥¥¥'"色(山H:i)I結性強‘白色数子多昼間色枝子微量滋入

川議論色 10YHYzj 粘性強.武褐色粒子少量i昆入

5|黒縞色{10YR気) 特性強寅褐色草立チ，下部に明褐色結錠土少気混入

6 I黒 色(10YRM)i結性強.賞褐色位子少量.砂多量浪人

71補 色(川 RY.)I制強，黒色土.組砂多量混入

E 灰賞鵠色 lOYR'心!粘性弱，賞褐色粒子少量量i昆入.砂質でもろい

9 時褐色 luYR%) I賞褐色牧子少量，砂，礎多震浪人

ト A

ト冨

ト-F'

o 1m 

L一一」

第17図 SDOOl-003溝突iWJ図



明主主長根遺跡、

」民

o 2m 
i I I 1 1 I I I I I 

A→ 

m 

第18図 SD004溝突出IJ図



遺構と遺物

SD007 

4v 
ザ
vu

トーA'

1m 

SD006 自一ーイ ト-8'

J 
o 

5 D!108 

o 5rn 
i l L __L_J__j 

C一寸

第19図 SD005 ~008溝実~t!lJ図



明堂長根遺跡

芭p

i 。
P 1 P 2 

A→ O ト-A'

(
似
)
円

。
P 7 

G
N
 。P9  

7 
8 

A一斗 ←-A' 

激務物珍揚多象。

第20図 SB001掘立柱建物跡実iWJ図

B 
i 

T
i
s
 

③掘立柱建物跡

S 8001掘立柱建物跡(第20図，図

版32・33)

17 H . 181グリ、ソドに検出された

桁行 3間，梁行 1間の擁立柱建物跡

である。桁行柱i自は北から246cm，

245cm， 163cm宅梁行柱聞は100cmであ

る。年初はなく‘ 11寺其日は不明である。

③その他の遺構

S X001その他の遺構(第211Zl，

図版;)0)

19 1グリッドにあり， 340cI11 X 217 

l'1llである。市 ~Iとに長 L ミ長 1古山形を呈

L，南側の壁は内!flIJに入リ込むが，

北jHlJには監は しないの底面はわ

に北{二 1tJ~斜している。 遺物は出

土しなかったc

m 

5 X002その他の遺構(第21図，

図版30)

4 Eグリッド内にあり， 275cm X 

88c:mの南北に長L、長楕円形を呈 L，

深さ 17~35cmである。遺物は出土し

なかづた。



遺構と遺物

A一一→ ト-A'

A-ーオ
A
 

i 

7
1
A
 A一一寸 ト-A'

iη 

第21図 SXOOl ・ SX002 その他の遺構実~WJ凶



明堂長根遺跡

A-叶

ト-A'

物揚揚揚揚揚揚

~ 
A-→ ト-A'

ト-A白

トーA'

o 1m 
しょ一…I I I 

第22図 SX003~005その他の遺構実~ftlJ 図

- 360-



遺構と遺物・まとめ

S X003そのイ患の遺構(第221丸図版31)

12Hグリ、ソド内にあ 1)，130 CIIl >く 90cIIlの方 JI:~ を呈している。~奈さは 10cm と
ノ
、、， も外77に

iE三ペコかにi頃斜している。.1立q'&Jは出土しなかったν

S X004その地の遺構( 図版31刷 32)

13Kグリ、ソドにあリ，単 A の振り込みではなく， 3部分に分かれている。南より， 60cll1!J可方，

i呆き 50Clllのピット;!た音ι分があり司その北inUに 125cm >< 68仁川深さ 40cI11の長方形の掘り込みがあ

る。壁の立ち上が 1)

Ul土しなかった。

づ立く， Idd!iMlの3'Aij1)込みのほfffSは極めて県えしま勺ている。 遺物は

S X005そめ協の遺構( [~)ll反 32)

6・7Lグ 1)ッドにあ 1)雫 485>< 140cI11のド布Jlラを呈している c 深さ 10~15cmで宅遺物は出土し

なかコ f二。

(2) 遺物

①土器(詩~~22~27図， IZI版

日月全長恨遺跡から出土した土器は極めて之しいが， S K 015からは 2 i国体出土し

ている。 n¥二十12のうち型式表i設の明確なものは， 2の SK 005 ，LH土土器， 8. 90JS K015出

;十七十トー岩手， なび100)S K 018 あげられる')は大ilnJB C式弓 f也は日式である

②石 器(第27図，凶版36)

遺.hW外から 2点11¥士している。

51 は出型石匙である。 52は 1miJj互に荘剥離が地されている。

6 .まとめ

明会と長m遺跡は約5事 300111'をし，主題之免1lJJ初必の士境を主体とする遺構が検出

された。本遺跡の北方に地形的にも るIlヲで柏木森遺跡があり， と同時期の

60基に泣J;ゴ二墳が検出されている。その分イIJ'状態，堆積土の状態， 11¥土状態などは

よく 1fJ，ており、[1i!}遺跡は縄文I15i:JCJJ初必の1I.)':JtJJにおしゐて土の構築された!司ーの遺跡であると

言えよう。 ~t墳の性格はいかに考えるべきであろうか。秋 11]県内において縄文時代fj免 JOJの墓墳

は数多く検出されているが，本遺跡の土墳からはこ仁竣上1Mの配石や骨片なども確認されず，

ハー

o
q
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番号 番号 J也 止ま 1~r) 位: 文 様 色調 (百1m) IJii 

色調

25-21 34-21 S 1く018 胸部 LRk:臨:立: a 砂 j球1.1-2 mm) 良好外而煤付 ti

35--22 S K018 IJ阿 部 L北主糸:立: 砂少{11 おIlかい 良好
一一一一一一一一一

23 23 K018 日同 宮1)1 L R縄文 ら 紗少ij? 良好
一一一一一一一一一

24 24 腕部Lir.~*，丈 8 川、少 良好 内耳i以来付務

25 25 IJI可 奇11i L{r!.Z糸丈 部1IかLミ 良好
一一一

26 26 )J[iiJ 音11I u.~~糸文 g 砂品111かL、 良好

l7灰1ィ1正0足貰首YY Y t惜対F封i 

27 27 S K021 口主主苦I1¥ L:I~;\ 糸丈 (í'少少~\1lIか1，.\ 良好外rfii煤付:古

28 28 K021 口総 LR機ゥヒ (iJ少最 中IIIかし、 良好

29 29 K02] 仁Iij';!lf: sfll L R，iillll丈 7 {i少少最 初IIかし h 良好

30 S K02] IJI，;) s'lS i LR縄文 tJ iI'!，' 1 -2 111m) 良好

30 K02] 間 部し随丈 8 う liシ開I1 --2 

S K021 胴 吉[¥I LR，縄文 (Jij，少 外出煤付泊二

S K021 nJH) 在日 L燃糸丈 砂 ri~'H -3 アスワァ nト付稲

41-34 33 S K021 胴古~ lA:!;){.:丈 10 (1')/時u乙---- ~~ 内・外liiim化物付詰トー一一

35 34 S K021 8 ftぃ

36 35 S K021 腕 i'!f[1I ~!思 :t 多知 市IIIかい 良好内・外lílf'};\j~ 少 tltH~il:

37 36 S K021 1)[0) 者1I 然丈 6 砂 市111かし

38 37 S ]{[)21 )JI司自11I 4!民文 砂問(2 mm) 

39 38 S !J[司 郎 LR弱虫丈 戸/ !鈴(則m)

4[) 36-39 S 朴正日1¥1 L Fl縄文 7.5 ~\Illかし、 良好
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